
           

（４）IoP推進機構の進捗状況と今後の取組

ＩｏＰで　
  もっと楽しく！
   もっと楽に！
　 　もっと儲かる！　
　　　　　農業へ

IoPクラウド
AI

データベース

７



1. 高知県が優位性を持つ施設園芸農業について、産学官の積極的な連携のもと、農業者に有益な情報を提供するデー

タ共有基盤（以下「ＩｏＰクラウド」という。）を構築し、ＩｏＰクラウドの効果的運用による最先端の研究開発や先

進的な人材育成、他分野との協業による技術革新やビジネス創出（以下「ＩｏＰプロジェクト」という。）を促進する

ことで、本県施設園芸農業の飛躍的発展と施設園芸関連産業群の創出を実現するとともに、高知大学、

高知工科大学及び高知県立大学の魅力向上を目指す。

 

2. 「Next次世代型連携プラットフォーム」＊の構築と運用

＊生産性向上（面積当たりの収穫量UP・作業効率UP）、高付加価値化・流通販売強化（販路拡大・Super4定）

などの方針に基づき、農業生産、流通、販売に関わる様々な事業者や機関等が連携し、生産者から消費者に至るまで農

業に関係するあらゆる人々を豊かにしていくための一気通貫のプラットフォーム（IoPクラウドがその中心となる）。

また将来的にはこれを高知県の資産に昇華させ、他の一次産業への応用や将来的にはPF．の県外・海外展開も目指す。

  

➡ 各IoPプロジェクトKPIの達成
➡ 高知県の施設園芸農業、キラリと光る地方大学、（税収増等による）経済等の振興

➡ 目的1.を達成するための手段でもある
➡ 県全体の資産化：農業全般、漁業、林業等への応用
         →高知県をSociety5.0型一次産業のメッカに。更に高知県の発展に貢献

　　　　1．IoP推進機構（IoPプロジェクト）の目的　
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運営体制　　　　2．IoP推進機構の運営体制（R2.3.21任意組織として設立→R4末での法人化を目指す）

メンバー：清水理事、福本中心研究者、古沢教授
(工科大)、森リーダー(高知大)、竹吉副理事長、八
子知礼理事、三輪康史理事等

・IoPクラウドの仕様設計、初期構築、運用、ブラッシュ
アップ
・生産者からのデータ収集の促進
・収集したデータ類や、新たに開発する技術等を、統
合・分析・診断し、個々の生産者にとって必要となる有
益情報としてフィードバックできるシステム構築
・利用者(生産者等)が使いやすい画面構築
・IoPクラウドを活用しながら、また生産者組織と連携し
ながら、北野教授が唱えるボトムアップ型イノベーション
を実現する
・ビジネスチームと連携しながら、IoPクラウドと連動する
機器、サービス、アプリの創出・集積を促進

メンバー：武市理事長、杉村理事、石塚理事、堂山理事、
大場スーパーバイザー、岡林事務局長等

・県の農業振興部やJA高知県等と連携し、農業をとりまく
マーケット（川上から川下）をしっかりと把握する
・IoPクラウドを活用し、既存サービスを強化（データ、最適
シミュレーションに基づく営農指導、出荷予測システムを活用
した販売活動など）
・IoPクラウドを軸としたオープンイノベーションの推進
　●大学とIoPコンソーシアム参加企業間での研究・ビジネ
　　　スのマッチング
　　　➡研究成果の事業化推進
　●IoPクラウドと連動する機器・システム類、サービス・アプ
　　リ等の創出・集積

メンバー：内田弁護士、上羽弁理士、松島理事、岡林事
務局長、各大学知財担当者等

・今後IoPプロジェクトから生まれてくる知的財産権の取り扱
い（県としてどこまでの権利をどの形で保持していくのかな
ど）を検討する
・研究委託、共同研究時等の契約内容の検討、チェック
・知財ポリシー、データポリシーを元にした、さらに細かい規約
等の作成
・収集したデータの2次利用や、AI等での分析により生まれ
た付加価値等についての新たな知財の管理

　知財ポリシー、データポリシー、農家への同意書、
　各企業とのライセンスポリシーを策定済み

リーダー：岡林 俊宏 リーダー：松島 弘敏 リーダー：石塚 悟史

R2.4～農業イノベーション推進課内に
｢ＩｏＰ推進室｣を設置し
専任体制で伴走支援実施

生産者組織
　・次世代型こうち新施設園芸システム協議会
　・各地域園芸研究会組織　
　・各品目部会等

関連企業組織
・IoPプロジェクト参画企業コンソーシアム(R2設立予定)
・高知県ＩｏＴ推進ラボ研究会
・高知県ものづくり地産地消協議会等

流通販売関連組織
・高知県全国取引会社協議会、
・高知県園芸品販売拡大協議会(R2.3.24設立)
・高知県直販流通外商拡大協議会(R2.4.6設立)　

連 
携

連 
携

   理事会
 （3/21、8/1開催）

Next次世代産学官連携協議会

代表者会議

（知事をトップ）
（事業責任者､中心研究者､専門部会長、
　IoP推進機構理事長、県）

IoPプロジェクト
研究推進部会 IoP人材育成部会

知財データ管理チーム（これまで未開催）ビジネスチーム(3/28､6/6､7/18開催)クラウドシステムチーム（これまで未開催）
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事務局:ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進課
    （IoP推進室）



　　　　３．もっと楽に、もっと楽しく、もっと儲けるために『サワチ』を作ります　
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　　　　　４　IoPクラウドプロトタイプの構築

IoPクラウド構築（プロトタイプ）・サービス検証・改良 IoPクラウド再構築・本格運用
2018（H30） 2019（R1） 2020（R2） 2021（R3） 2022（R4）

・データを活用した
　本サービス開始

推進体制の構築、IoP推進機構とIoPクラウドの検討

・IoP推進機構
　設立（3月21日）

・「Next次世代」産学官
 連携協議会設立（7月）

✔ ハウスへのネットワーク整備

✔ IoPクラウドへのデータ収集・蓄積・抽象化
　　　・各関連データの自動アップロード体制構築

✔ 最適な情報を生産者、指導員に提供
　　　・個々の農家のデータに基づく有益な情報
　　　をパーソナルにプッシュ型でのフィードバック
  （Society5.0の実現）→栽培技術向上、販路拡大支援へ

・生産者基本カルテ（現状と目標）
・環境データ、気象データ　
・光合成データ、最適モデル
・作物生育データ(自動収集AI）
　(花数、着果数、肥大日数等データ)
・出荷データ(収量・品質・等階級）
・病害虫の発生データ
・栽培管理履歴データ、GAP点検項目
・過去の研究成果＋IoP最新研究成果
・機器類の稼働データ
　　　　↓
・エネルギー経費(重油、灯油、電気等）情報
・手取り情報
・効率的な給油ルート情報

・効率的な通信手段の検討

✔ 各データ連携・分析・診断と「見える化」
　　　・AIエンジン開発
　　　・UI/UX統一とキャッチな画面構築
　　　・データ連携による新たな付加価値創造

※R2に作って、できたところから農家さん、指導員さんにどんどん使ってもらいながら、R3、R4でより便利で使いやすいクラウドに仕上げていきます。

１）IoPクラウド構築全体のスケジュール感

・「出荷予測システム」の開発と運用  
  （2019年3月～）
・環境データ一元化システムの開発
    (2019年3月～）

２）2020(R2)年度のスケジュール
　　　　　　　　　　　　　4月  　  　　5月　    　　6月　    　　７月　    　　8月　    　　9月　   　　10月　   　　11月　   　　12月    　　　1月　    　　2月　    　　3月　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●クラウド本体構築　　　　　　　　　　　　　　　●ﾌﾟﾛﾎﾟ審査　　　　　　●契約●各種API仕様公開
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●周辺機器類、AI　　
　創作アプリ等の開発

構築 各施策1次受入 各施策2次受入

開発
設置 実証・試行・試験運用

4社JVで構築
　（株）高知電子計算センター(地元IT企業）　　　  　： 事業管理業務、クラウド構築業務
　（株）高知システムズ（地元IT企業）　　　　　　　 　 ： 画面開発業務、各デバイス、アプリケーション等との連携
　　ネポン（株）（農業機器、IoT基盤システムメーカー ： プラットフォーム提供、画面開発支援、農業技術支援
　（株）NTTドコモ（移動体通信キャリア）　　　　　　 　： 携帯画面開発支援、通信技術支援 11



　　　　　５．現場データの収集体制の確立

出荷場Ａ

出荷場Ｃ

出荷場J

出荷場Ｂ

出荷場D

出荷場F

出荷場E

出荷場G

出荷場H

出荷場I

県内の全集出荷場
（70カ所）

ＪＡ高知
電算センター

高知IoPクラウド（サワチ)

AI

データベース

１．主要野菜６品目(ナス,ピーマン,キュウリ,シシトウ,ニラ,ミョウガ)の全農家(約3,000戸)の全出荷データ(現在＋過去３年)を一元化収集

２．個々の農家の様々なデータを(自動)収集

・生産者基本
カルテ

(現状と目標)

170戸
(20戸×6品目

＋大規模法人等)

・環境データ
(温度、湿度、CO2,日射量等）

170戸
(20戸×6品目

＋大規模法人等)

・作物生育データ
(花数、実数、肥大

日数等)

30戸
(10戸×3品目)

・栽培管理履歴デー
タ

・GAP点検

200戸
(ニラ、トマト)

・機器類の稼働
状況データ

・エネルギー経費
(重油､灯油､電気等)

30戸
(20戸×6品目

＋大規模法人等)

・病害虫の発生
データ

（特にすすかび病）

30戸
(ナス)

⑤ 問診アンケート調査
実施＋システム開発

⑥ 既存5社の改良＋新
規デバイス開発

⑦ 画像診断AI実装
＋品目拡大

⑧ スマホシステム開発
＋品目拡大

⑨ 実態調査＋データ収
集ユニット開発

⑩ 実態調査＋発生状
況報告システム開発

・営農、労務、経営
情報等共有

(家族、作業員間＋
生産部会）

10戸

⑪ コミュニケーション
ボードシステム開発

 　
　　

　通
信

会
社

と連
携
　　

　　

④ 通信ボックス開発
(４G・SIM）耐雷仕様

② プロトタイプクラウ
ド＋

基本画面構築

農家、JA等が
いつでも活用

③ 研究用データ分
析画面構築

全研究者が
データを活用できる

 システム連携用回線　　　　
① 全出荷データを

毎日自動収集
・品目
・量(出荷コード毎)
・品質(A,B,C･･･）
・大きさ(L,M,S･･･)

まず3,000戸

SINET5 JGN

 仮想マシン・ストレージ
（NICTと共同研究）

　情報通信機構(NICT）
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安芸

土佐
香美

土長

春野
仁淀川

くろしお

高西

幡多

燃料

温度

5kmメッシュ
高知気象データ

1分データ

IoPクラウド

気象

高知県
オリジナル

ハウス画像

高知県

圃場ﾓﾃﾞﾙ
データ

高知県

圃場属性
データ

現場のプロが
集めるデータ

JA指導員 県普及員

ハウス･作物
等画像

唯一無二の
詳細属性情報

高知県

時系列
データ

密度の濃い・リアルタイム
時系列データ

　　　　　６．R2年度から構築していくIoPクラウド（サワチ）の世界観
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サワチは決して生産者のみのツールではありません！

サワチ

県職員 生産者 研究員 民間県普及員

JA指導員 単収を上げる！

売上を上げる！

販路を広げる!

全戸の経営分析

指導精度の向上

テストベッド活用

商材開発

商材販路開拓

市場/人の見える化

ﾃﾞｰﾀ収集/分析

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ向上

高知県にサワチで整備されるもの

１ IoPプラットフォームインフラの保有

2 6千件のテストベッドの確保

3 6千件のBigDataの保有

4 BIツールの確立

5 先進的生産者育成の拡大

テストベット：新技術の実証試験に使用
       されるプラットフォーム

BIツール：ビジネスインテリジェンスの
     略。企業が日々蓄積されてい
     く膨大なデータを分析し、そ
     の分析結果を経営意思決定に
     活用すること。

BIGデータ活用！

研究スピード向上

新たなデータ
サイエンス

　　　　７．様々な場面で活用できるIoPクラウド『サワチ』
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１）ＩｏＰの普及（農業分野での｢Society5.0｣実現）のために、５年以内にすべてのハウスがネットにつながる

２）ＩｏＰクラウド（仮称：サワチ）で、自分の必要な有益情報を自由に活用できる

装備
５

販路拡大

・作物の状態や生産履歴、
GAP点検項目、機能性成分等
をスマートフォンやパソコン
で「いつでも」「どこでも」
確認・トレースできる。
・マーケットインで受発注取
引可能にすること。

装備
1

環境/収量・経費
の見える化

・圃場環境､作物の状態、収
量･品質､毎日の経費、出荷
量・時期の予測等をスマー
トフォンやパソコンで「い
つでも」「どこでも」把握
可能。

装備
2

監視と警報

・ハウスの温度異常や、
機械のトラブルを警報
メールで知らせてリス
ク回避可能なインフラ
を整備すること。

装備
３

コミュニケーション
インフラ

・栽培情報共有、営農日誌
などの情報共有コミュニ
ケーションを容易にするこ
と。
・プッシュ型での個別有益
情報の定期配信サービス
・グループウェア機能

装備
4

遠隔制御／自動
化・省力化

・ビジュアル遠隔制御画面
で、遠隔からハウスの中を
操作可能とすること。
・温湿度管理、水・肥培管
理、病害虫診断等の自動化
・データに基づく自動制御

３）ＩｏＰクラウドに集積されるビッグデータ等を活用し、新たな価値が創出される
新たな研

究・データ
サイエンス

機器・
システム開

発

アプリ・
サービス

開発

既存の
ビジネスの

効率化

新たな
ビジネス
の展開

他産業
との連携

県外や
海外への外

商展開

家におっても
ハワイにおっても

いつでも安心じゃ！
これで、楽になるな～

そもそも、ハウスが

ネットにつながってな
いぞ ・異常があってもわからない

・毎日ずっとハウス作業･･･
・自動化､遠隔制御できない

　　　　８．IoPクラウドによって産地(農家)が実現できること
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35 

40 

0 50 100 150 200 

なし 50%未満 50%以上

 R2年度6月末までの炭酸ガス施用効果（収量）

全面積あたりの
炭酸ガス施用面積割合

※JA高知県春野キュウリ部会 産地経営分析 高知農業改良普及所 小笠原チーフ作成資料より

　　　　９.　産地全体の農家さんの経営分析が簡単にできる　

（t/10a）

（順位）

平均反収：21ｔ
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800 

0 50 100 150 200 

なし 50%未満 50%以上

R2 6月末までの炭酸ガス施用効果（金額）

（万円/10a）

（順位）
※JA高知県春野キュウリ部会 産地経営分析 高知農業改良普及所 小笠原チーフ作成資料より

　　　　１０.　失敗してしまった農家さんを、きちんとフォローできる　

全面積あたりの
炭酸ガス施用面積割合

しかも、部会２０３名中の
トップ10中に、新規就農者
が４名入っている！
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優秀第二優先育成対象

第三優先育成対象第一優先育成対象

■生産者の４象限マトリックス
 （例：売上と原価率）

高売上

高利益率低利益率

低売上

現場を知っている指導員(ＪＡ、県)等の情報を、データ化していくことで
全ての農家の皆さんが『もっと楽に、もっと楽しく、もっと儲かる』ように！

得点範囲 人数

150点未満 0

150点以上～200点未満 1

200点以上～250点未満 4

250点以上～300点未満 8

300点以上～350点未満 27

350点以上～400点未満 84

400点以上～450点未満 13

450点以上～500点 1

合計 138

■初級合計（500点満点)

合格者数：98名/138名（71%）
平均点：362点

それぞれの生産者に、必要な指導(経営面？技術面？)

を明確化し、個々に最適なカリキュラムを策定する！

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

150 200 200 250 250 300 300 350 350 400 400 450 450 500

頻
度

データ区間

頻度
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第一象限の
生産者を増やす

　　　　１１．普及指導員、営農指導員の指導を効率化・強化できる Confidential

文責：太場
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　　　　1２．今後の活動計画　

１．生産者に活用してもらう

２．普及指導員・営農指導員の利用（技術指導・経営指導）

３．流通・販売担当者の利用

４．研究面での活用

　　　　　　　　　　　　8月　　　　9月　　　　10月　　　　11月　　　　12月　　　　１月　　　　２月　　　　３月　　　　●サワチ構築

クラウド構築
出荷データ連携

現場データ連携

画面等構築
データ連携・検証

・・・誰もが活用できる『サワチ』にしていく

・ニーズ調査（アンケート等）の実施　　
・熱心な生産者を含めたワーキングの実施

・県：農業振興部内・農振CでIoP活用ワーキング　→　普及計画への反映
・JA：　　　　活動必要

・県：農業振興部内で流通・販売対策ワーキング　　
・JA：　　　　活動必要

・県：農業振興部内・農技CでIoP活用ワーキング　　
・大学：　　　　活動必要

５．企業による製品・システムやアプリ・サービス開発の促進
・県と機構：IoP関連企業コンソーシアム活動、マッチング会、PF機能強化・・・ 19 



（５）広報、PR,企業マッチング等の取り組み　　　　

ＩｏＰで　
  もっと楽しく！
   もっと楽に！
　 　もっと儲かる！　
　　　　　農業へ

20 



　　　　　１．広報・ＰＲ・企業マッチング等　　
①　HPの充実と
　　SNSでの情報発信強化

https://kochi-iop.jp/

②　県広報誌＆JA広報誌で
　　全県民・全農家にPR

③　県広報番組・特集番組で
　　　広くPR

④　TVニュースや新聞で
　　　取り組み記事紹介

越塚登情報学環長(東大)
　　とIoP研究員

⑤　Next次世代施設園芸
　　技術フェアの開催

農家や学生が2,000人

以上来場

⑧　企業・研究者・生産者　　
マッチング会の開催(年４回)

新たな機器・システム類,
アプリケーション等開発へ

⑦　企業・研究者・生産者等
　現地検討会の開催(年4回)　　　

⑥　生産者、JA等への現場
　課題とニーズ調査実施　　　

⑨　Next次世代型農業
　アイデアソンの開催(年2回)　　

学生(高校生､大学生、女子学生),
若手経営者、女性農業者等

IoPプロジェクトを世界にPR
　英語でのプロジェクト内容紹介 YouTube動画も編集・配信

10,000人以上来場

⑩　こうち野菜・くだもの・花
　　フェスタの開催　　

⑪　IoP国際シンポジウムの
　　開催(IoP研究会同時開催)　　

JAの市況情報ラジオ番組でも
定期的(季節毎）に紹介

本プロジェクトの機運醸成、将来
像共有・研究成果等を県内外に
発信

現場課題・ニーズ(生産～出荷)
の把握と新たな開発へ

現場ニーズと企業シーズの
マッチング、新たな開発へ

⑫　オランダとの研究・人材・
　　ビジネス交流(30～50名/年)　　

・ウェストラント最先端農業研修
　(約30名)
・LentizMBO校と農大の学生交流
・ワーゲニンゲン大学との研究交流

⑬　イノベーション・ジャパン
　　への出展・セミナー開催　
組織展示へ出展、事業責任者から
プロジェクトをPR

⑭　アグリビジネス創出フェア
　　への出展・セミナー開催

プロジェクトの取り組みやこれまでの
教育研究成果を新規企業参入に向
けPR

⑮　物部キャンパス一日公開
　　イベントの開催　　

研究ポスター・ゲーム・クイズ等を通
じて、全世代にプロジェクトを楽しく
紹介

IoPを一目で
イメージできる
PR動画を作成

します！

21 



16

　　　　　２．生産現場の課題解決に向けた企業との連携　（１）　　

●生産現場の課題解決に向けた実態調査実施→課題解決へ      

(1)農業機械の開発
  ・ミョウガのパック箱詰め機 ・シシトウパック詰め機

(2)ＩＴやＩｏＴを活用したシステムの開発
  ・出荷予測システム ・農薬・肥料の一元化システム
  ・環境データ一元化システム

(3)アプリの開発
  ・ナスの花数・実数の計測システム

分類 平成30年度 令和元年度
新たな農業機械等の開発 30課題 14課題
ＩＴ/IoT関連機器・
システムの開発

28課題 15課題

アプリ等の開発 17課題 11課題
合計 75課題 40課題

●課題から製品化へ      
   ※内容の重複している課題あり      

ものづくり地産地消
推進会議

高知県IoT推進ラボ
研究会参画企業

264社

233社
22 



　　　　　　３．生産現場の課題解決に向けた企業との連携　（２）　　

① 省力化や生産効率向上等のための新たな農業機械
  開発等に係る課題と要望

   ・トマト、花き類における定植労力の削減
   ・果菜類の収穫作業の労力削減
   ・ユズの選果作業の省力化
   ・鳥獣害対策  等         計  １５課題

② IT/IoT技術等を活用したシステム等の開発等に係る課題と要望
  ・花き類の栽培から販売計画
  ・気象の細分化単位での予測
  ・収穫所要日数による収量予測     計   ４課題

③ 新たなアプリ等の開発に係る課題と要望
   ・農薬散布の補助アプリ
   ・生育調査の補助アプリ
   ・写真から判断する葉かき作業アプリ  計  ５課題

●令和2年度の要望課題抽出状況
ものづくり
地産地消
推進会議

高知県
IoT

推進ラボ
研究会

参画企業

264社

233社

IoP参画企業

49社

23 



（６）R3年度、R4年度の事業計画の検討

ＩｏＰで　
  もっと楽しく！
   もっと楽に！
　 　もっと儲かる！　
　　　　　農業へ
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当初計画 新たに必要な事業計画

Ｒ
２
年
度

・トップレベル人材の招聘等
・60課題＋統合課題2課題の研究開発費  
   （高知大,高知工科大学.県立大,農技センター等）
・キラリと光る大学改革・人材育成関連
・IoP推進機構拠点の建設
・その他

Ｒ
３
年
度

・トップレベル人材の招聘等

・60課題＋統合課題3課題の研究開発費  
   （高知大,高知工科大学.県立大,農技センター等）
・キラリと光る大学改革・人材育成関連

・IoPクラウド(サワチ）のVerアップ

・その他

Ｒ
４
年
度

・トップレベル人材の招聘等

・60課題＋統合課題3課題の研究開発費  
   （高知大,高知工科大学.県立大,農技センター等）
・キラリと光る大学改革・人材育成関連

・IoPクラウド(サワチ）のVerアップ

・その他

・IoPクラウド(サワチ)プロトタイプの構築
・現場データ(環境､作物生育､出荷､画像等）
 のつなぎ込み等見直し・追加

・IoPメインエンジンの研究開発の充実
 作物生理生態AIエンジンの開発
 IoP営農支援システムの開発等

・IoPクラウド機能/画面、データ連携充実
・AIエンジン､アプリケーション､ハウス内機器類
　等のクラウド連携充実
・指導員等の教育,生産者への説明会,広報

・IoPメインエンジンの研究開発の充実
 作物生理生態AIエンジンの開発
 IoP営農支援システムの開発等

・IoPクラウド(サワチ)本格サービス体制への移行
・さらなる機能強化と業務管理画面の充実
・制御器機/ｼｽﾃﾑ、ｱﾌﾟﾘ/ｻｰﾋﾞｽ等、企業連携充実

R2年度の事業見直しとR3年度、R4年度の事業計画の検討
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Ｐ(

計
画
策
定)

・
Ｄ(

実
行)

・
Ｃ(
評
価)

・
Ａ(

改
善)

IoP推進機構
(武市理事長)

・産業振興面で必要な取り組みの計画
案をまとめる

IoP
代表者会議

【受田事業責任者､
本家部会長､岩崎部会長､
武市理事長､中心研究者
(北野教授､藤原教授､

福本教授)､県】

・研究推進部会､人材育
成部会、IoP推進機構か
らの計画案を検証し、
IoPプロジェクト全体の
計画の方針を策定

IoP研究推進部会
(本家部会長)

・研究開発面で必要な研究課題の決定
とその実行にかかる計画案をまとめる

人材育成部会
(岩崎部会長)

・人材育成面で必要な施策とその実行
のための計画案をまとめる

産学官
連携協議会

【濵田知事､
3大学学長､

関連企業組織･
金融機関等の

トップ】

・IoPﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ全体と
関連する人材育成及
び産業振興等の計画
の検討
・事業の進捗状況の
検証､評価､修正･追加
に係る検討

R3年度の事業計画と予算の方向性 → IoP代表者会議にて詳細検討

PDCA

県計画・予算編成（R2.11）→ 決定(R3.3末)

交付金計画・予算申請(R2.1) → 評価(R3.2) → 決定(R3.3末)
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★年2回程度開催 ★必要に応じて
 随時開催
（今年度はほぼ毎月開催）


